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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成24年3月8日(2012.3.8)

【公表番号】特表2011-511991(P2011-511991A)
【公表日】平成23年4月14日(2011.4.14)
【年通号数】公開・登録公報2011-015
【出願番号】特願2010-546296(P2010-546296)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/048    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/048   ６５６Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月18日(2012.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処理装置（１１０，３１０）および記憶装置（１１４，３１４）を備えた、ディジタル
文書のページを構成する一連のコンピュータグラフィックス（５１～５６）の自動動画化
装置（１，３）において、
　前記記憶装置がレイアウトデータレコード（４，１１６）を有し、該レイアウトデータ
レコード内には、背景平面（２２，１２２）および前景平面（２４，１２４）を有する第
１レイアウト領域（２０，１２０）と、該第１レイアウト領域に対向する、背景平面（３
２，１３２）および前景平面（３４，１３４）を有する第２レイアウト領域（３０，１３
０）とが割り付けられ、
　前記レイアウトデータレコードには、第１コンピュータグラフィックス（５３）、第２
コンピュータグラフィックス（５４）、第３コンピュータグラフィックス（５５）および
第４コンピュータグラフィックス（５６）が割り当てられ、
　前記第１コンピュータグラフィックスは前記第１レイアウト領域の前景平面に割り当て
られ、前記第２コンピュータグラフィックスは前記第２レイアウト領域の前景平面に割り
当てられ、前記第３コンピュータグラフィックスは前記第１レイアウト領域の前景平面に
割り当てられ、且つ該第３コンピュータグラフィックスには近似的に零の描画幅が割り当
てられ、並びに前記第４コンピュータグラフィックスは前記第２レイアウト領域の背景平
面に割り当てられ、
　描画のためにレイアウトデータレコードを供給しながら、前記第２コンピュータグラフ
ィックスの描画幅（ａ，ｂ）を段階的に減少させるように処理装置が形成され、
　前記第１コンピュータグラフィックスを前記第１レイアウト領域の背景平面に割り当て
るように処理装置が形成され、
　前記第１レイアウト領域の前景平面に割り当てられた前記第１コンピュータグラフィッ
クスに、近似的に零の表示幅が割り当てられるように処理装置が形成され、
　描画のためにレイアウトデータレコードを供給しながら、前記レイアウトデータレコー
ド内の前記第３コンピュータグラフィックスの描画幅（ａ，ｂ）を段階的に増大させるよ
うに処理装置が形成されることを特徴とする自動動画化装置（１，３）。
【請求項２】
　レイアウトデータレコードが、少なくとも１つの第１カラム（２０，１２０）および少
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なくとも１つの第２カラム（３０，１３０）を含むテーブルエレメント（１１８）を有し
、前記第１カラムは第１レイアウト領域を含み、前記第２カラムは第２レイアウト領域を
含むことを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　レイアウトデータレコードが、少なくとも１つの第１ライン（２０，１２０）および少
なくとも１つの第２ライン（３０，１３０）を含むテーブルエレメント（１１８）を有し
、前記第１ラインは第１レイアウト領域を含み、前記第２ラインは第２レイアウト領域を
含むことを特徴とする、請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　少なくとも１つの背景グラフィックスエレメント（２２，３２，１２２，１３２）と少
なくとも１つの前景グラフィックスエレメント（２４，３４，１２４，１３４）とを関連
づけて、前記背景グラフィックスエレメントが背景平面を含み、前記前景グラフィックス
エレメントが前景平面を含むようにテーブルエレメントが形成されることを特徴とする、
請求項２または３に記載の装置。
【請求項５】
　スクリプト言語プログラムを実行して、描画幅を割り当て、および／または段階的に減
少および／または増大させるように処理装置が形成されることを特徴とする、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　ディジタル文書のページを構成する一連のコンピュータグラフィックスの自動動画化方
法において、
　レイアウトデータレコードを選択するステップ（２０００）であって、該レイアウトデ
ータレコード内には、背景平面（２２，１２２）および前景平面（２４，１２４）を有す
る第１レイアウト領域（２０，１２０）と、該第１レイアウト領域に対向する、背景平面
（３２，１３２）および前景平面（３４，１３４）を有する第２レイアウト領域（３０，
１３０）とが割り付けられ、
　さらに前記レイアウトデータレコードには、第１コンピュータグラフィックス、第２コ
ンピュータグラフィックス、第３コンピュータグラフィックスおよび第４コンピュータグ
ラフィックスが割り当てられ、
　さらに前記第１コンピュータグラフィックスは前記第１レイアウト領域の前景平面に割
り当てられ、前記第２コンピュータグラフィックスは前記第２レイアウト領域の前景平面
に割り当てられ、前記第３コンピュータグラフィックスは前記第１レイアウト領域の前景
平面に割り当てられ、且つ該第３コンピュータグラフィックスには近似的に零の描画幅が
割り当てられ、並びに前記第４コンピュータグラフィックスは前記第２レイアウト領域の
背景平面に割り当てられる、選択ステップ（２０００）と、
　前記第２コンピュータグラフィックスの描画幅を段階的に減少させるステップ（２０２
０～２０５０）と、
　前記第１コンピュータグラフィックスを前記第１レイアウト領域の背景平面に割り当て
るステップ（２１００）と、
　前記第１レイアウト領域の前景平面に割り当てられた前記第１コンピュータグラフィッ
クスの描画幅を近似的に零に調整するステップ（２１１０）と、
　前記第３コンピュータグラフィックスの描画幅を段階的に増大させるステップ（２１２
０～２１５０）とを有し、
　前記第２コンピュータグラフィックスの描画幅の段階的な減少と、前記第３コンピュー
タグラフィックスの描画幅の段階的な増大とが、描画のためにレイアウトデータレコード
を供給（２０４０，２１４０）しながら行われることを特徴とする、請求項１から５のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　第２コンピュータグラフィックスの描画幅を段階的に減少させる間に、段階幅を変更さ
せる（２０２０）ことを特徴とする、請求項６に記載の方法。
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【請求項８】
　第２コンピュータグラフィックスの描画幅（ａ）の減少に伴って、段階幅を増大させる
ことを特徴とする、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　第２コンピュータグラフィックスの描画幅を段階的に減少させる（２０３０）２つの連
続する段階の間の時間間隔を変更させることを特徴とする、請求項６から８のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項１０】
　描画幅（ａ）の減少に伴って時間間隔を減少させることを特徴とする、請求項９に記載
の方法。
【請求項１１】
　第１レイアウト領域に割り当てられたコンピュータグラフィックスが、第２レイアウト
領域に方向付けられるようにレイアウトデータレコードが選択されることを特徴とする、
請求項６から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　第２レイアウト領域に割り当てられたコンピュータグラフィックスが、第１レイアウト
領域に方向付けられるようにレイアウトデータレコードが選択されることを特徴とする、
請求項６から１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　レイアウトデータレコードに、第５コンピュータグラフィックスおよび第６コンピュー
タグラフィックスが割り当てられ、
　さらに前記第５コンピュータグラフィックスは第１レイアウト領域の背景平面に割り当
てられ、前記第６コンピュータグラフィックスは第２レイアウト領域の前景平面に割り当
てられ、且つ該第６コンピュータグラフィックスには近似的に零の描画幅が割り当てられ
、
　さらに、第１コンピュータグラフィックスの描画幅を段階的に減少させるステップ（２
２００～２２３０）と、
　第２コンピュータグラフィックスを前記第２レイアウト領域の背景平面に割り当てるス
テップ（２３００）と、
　前記第２レイアウト領域の前景平面に割り当てられた前記第２コンピュータグラフィッ
クスの描画幅を近似的に零に調整するステップ（２３１０）と、
　前記第６コンピュータグラフィックスの描画幅を段階的に増大させるステップ（２３２
０～２３５０）とを有し、
　前記第１コンピュータグラフィックスの描画幅の段階的な減少と、前記第６コンピュー
タグラフィックスの描画幅の段階的な増大とが、描画のためにレイアウトデータレコード
を供給（２２２０，２３４０）しながら行われることを特徴とする、請求項６から１２の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　第１コンピュータグラフィックス（５３）、第２コンピュータグラフィックス（５４）
、第３コンピュータグラフィックス（５５）および第４コンピュータグラフィックス（５
６）を選択するように処理装置が形成され、
　記憶装置内でレイアウトデータレコード（１１６）が生成され、該レイアウトデータレ
コード内に、背景平面（２２，１２２）および前景平面（２４，１２４）を有する第１レ
イアウト領域（２０，１２０）と、該第１レイアウト領域に対向する、背景平面（３２，
１３２）および前景平面（３４，１３４）を有する第２レイアウト領域（３０，１３０）
が割り付けられるように処理装置が形成され、
　前記第１コンピュータグラフィックスは前記第１レイアウト領域の前景平面に割り当て
られ、前記第２コンピュータグラフィックスは前記第２レイアウト領域の前景平面に割り
当てられ、前記第３コンピュータグラフィックスは前記第１レイアウト領域の前景平面に
割り当てられ、且つ該第３コンピュータグラフィックスには近似的に零の描画幅が割り当
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てられ、並びに前記第４コンピュータグラフィックスは前記第２レイアウト領域の背景平
面に割り当てられるように処理装置が形成されることを特徴とする、処理装置（２１０）
および記憶装置（２１４）を有する、請求項１から５のいずれか一項に記載の装置のため
のレイアウトデータレコードを供給する装置（２）。
【請求項１５】
　レイアウトデータレコード内で少なくとも１つの第１カラム（２０，１２０）および少
なくとも１つの第２カラム（３０，１３０）を含むテーブルエレメント（１１８）を生成
し、前記第１カラムは第１レイアウト領域を含み、前記第２カラムは第２レイアウト領域
を含むように処理装置が形成されることを特徴とする、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　テーブルエレメント内で少なくとも１つの背景グラフィックスエレメント（２２，３２
，１２２，１３２）と少なくとも１つの前景グラフィックスエレメント（２４，３４，１
２４，１３４）とを生成し、前記背景グラフィックスエレメントは背景平面を含み、前記
前景グラフィックスエレメントは前景平面を含むように処理装置が形成されることを特徴
とする、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　第１コンピュータグラフィックス、第２コンピュータグラフィックス、第３コンピュー
タグラフィックスおよび第４コンピュータグラフィックスを選択するステップ（１０００
）と、
　記憶装置内でレイアウトデータレコード（１１６）を生成し、背景平面（２２，１２２
）および前景平面（２４，１２４）を有する第１レイアウト領域（２０，１２０）と、該
第１レイアウト領域に対向する、背景平面（３２，１３２）および前景平面（３４，１３
４）を有する第２レイアウト領域（３０，１３０）とをレイアウトデータレコード内に割
り付けるステップ（１０１０）と、
　前記第１コンピュータグラフィックスを前記第１レイアウト領域の前景平面に割り当て
るステップ（１０２０）と、
　前記第２コンピュータグラフィックスを前記第２レイアウト領域の前景平面に割り当て
るステップ（１０３０）と、
　前記第３コンピュータグラフィックスを前記第１レイアウト領域の前景平面に割り当て
、且つ該第３コンピュータグラフィックスの描画幅を近似的に零に調整するステップ（１
０４０）と、
　前記第４コンピュータグラフィックスを前記第２レイアウト領域の背景平面に割り当て
るステップ（１０５０）とを有することを特徴とする、レイアウトデータレコードを供給
するための、請求項１４から１６のいずれか一項に記載の装置のための方法。
【請求項１８】
　第１レイアウト領域に割り当てられたコンピュータグラフィックスが、第２レイアウト
領域に方向付けられる（１０８０）ことを特徴とする、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　第２レイアウト領域に割り当てられたコンピュータグラフィックスが、第１レイアウト
領域に方向付けられる（１０８０）ことを特徴とする、請求項１７または１８に記載の方
法。
【請求項２０】
　第５コンピュータグラフィックスおよび第６コンピュータグラフィックスが選択され（
１０００）、さらに、
　前記第５コンピュータグラフィックスを第１レイアウト領域の背景平面に割り当てるス
テップ（１０６０）と、
　前記第６コンピュータグラフィックスを第２レイアウト領域の前景平面に割り当て、且
つ該第６コンピュータグラフィックスの描画幅を近似的に零に調整するステップ（１０７
０）とを有することを特徴とする、請求項１７から１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
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　ディジタル文書のページを構成する一連のコンピュータグラフィックスを、請求項１か
ら５のいずれか一項記載の装置および請求項１４から１６のいずれか一項に記載の装置を
用いて自動動画化するための配置。
【請求項２２】
　請求項６から１３のいずれか一項および／または請求項１７から２０のいずれか一項に
記載の方法を実行するための、コンピュータ読取可能なプログラム手段を有する、コンピ
ュータ読取可能な記憶媒体上に記憶されたコンピュータプログラム。
【請求項２３】
　請求項６から１３の一項いずれかおよび／または請求項１７から２０のいずれか一項に
記載の方法を実行するための、コンピュータ読取可能なプログラム手段を有する、ディジ
タル搬送波において具体化されるコンピュータプログラム。
【請求項２４】
　レイアウトデータレコード内に、背景平面（２２，１２２）および前景平面（２４，１
２４）を有する第１レイアウト領域（２０，１２０）と、該第１レイアウト領域に対向す
る、背景平面（３２，１３２）および前景平面（３４，１３４）を有する第２レイアウト
領域（３０，１３０）とが割り付けられ、
　さらに前記レイアウトデータレコードには、第１コンピュータグラフィックス、第２コ
ンピュータグラフィックス、第３コンピュータグラフィックスおよび第４コンピュータグ
ラフィックスが割り当てられ、前記第１コンピュータグラフィックスおよび前記第２コン
ピュータグラフィックスは、両面ディジタル文書の開いた前側を形成し、前記第３コンピ
ュータグラフィックスおよび前記第４コンピュータグラフィックスは、ページ送り後の文
書の開いた前側を形成し、
　さらに前記第１コンピュータグラフィックスは前記第１レイアウト領域の前景平面に割
り当てられ、前記第２コンピュータグラフィックスは前記第２レイアウト領域の前景平面
に割り当てられ、前記第３コンピュータグラフィックスは前記第１レイアウト領域の前景
平面に割り当てられ、且つ該第３コンピュータグラフィックスには近似的に零の描画幅が
割り当てられ、並びに前記第４コンピュータグラフィックスは前記第２レイアウト領域の
背景平面に割り当てられるレイアウトデータレコードを有する、請求項１から５のいずれ
か一項に記載の装置のための、コンピュータ読取可能な記憶媒体に記憶され、および／ま
たはディジタル搬送波において具体化されるデータ構造製品。
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